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内容：日本における出生年度別の子宮頸がん予防のヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチン接種状
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出典：Human Papillomavirus Vaccination by Birth Fiscal Year in Japan. 
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子宮頸がん排除のためのヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチンの積極的勧奨が再開しているが、

接種率は伸び悩んでいる。大阪大学大学院医学系研究科産科学婦人科学教室の研究グループ

は、2022 年度までの HPV ワクチンの生まれ年度ごとの累積接種率を集計した。本研究結果は、

JAMA Network Open誌 2024 年 7 月 16 日号に掲載された。 

 HPV ワクチンは 2010 年度に公費助成、2013 年度に定期接種化されたが、副反応の報道により

接種率が激減、2022年度からは積極的勧奨が再開されたが、接種率の回復が課題となっている。 

生まれ年代別にみた、2022年度末時点の HPVワクチン定期接種終了時までの累積接種率は、 

接種世代（1994～99年度）：71.96％ 

停止世代（2000～03年度）：4.62％ 

個別案内世代（2004～09年度）：16.16％ 

積極的勧奨再開世代（2010 年度）：2.83％ 

積極的勧奨が再開された世代（2010 年度生まれ）では 2.83％と、接種率が回復していない実態

が明らかとなった。今後、子宮頸がんによる悲劇を少しでも減らすため、HPV ワクチンの接種率を

上昇させる取り組みに加えて、子宮頸がん検診の受診勧奨の強化も必要となる。 
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